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●●●編集後記
▶本号の特集「小児画像診断における放射線被ばく低減への取り組み」
は，日常の放射線医療の中でも「正当化と最適化」を最も必要とする領
域であり，放射線科医が常に考えていなければならない極めて重要な命題
です。2001 年の AJR に掲載された Brennerらの小児に対するCT 撮
影によるX 線誘発癌の発生と癌による死亡率に関する報告では，米国で
15 歳以下の小児に対して行われるCT 検査 60 万件によりもたらされる
X 線誘発癌による死亡は，およそ毎年 500 名と推定されるとしており，
我々に大きな衝撃を与えました。米国で小児放射線学会の設立者の一
人であるJohn Caffey は，小児放射線医学の父と言われており，彼が執
筆した Pediatric X—ray Diagnosis は，小児放射線医学の聖書として認
識されています。この本の中でもCaffey は，小児放射線診療におけるX
線被ばく低減の重要性を指摘しており，最新版でも第 1 章は，“Effects 
of Radiation on Children”であります。本特集は，小児画像診断を専
門とされている権威ある先生方に日常診療における医療被ばく低減の取
り組みについて詳細に執筆して頂きました。画像診断を行う際の検査の
選択や具体的な被ばく低減のための方法など，小児のみならず成人での
画像診断においても重要な考え方が記載されています。ぜひ，じっくりと時
間を掛けて読んで頂きたい素晴らしい内容です。
▶第 77 回日本医学放射線学会は，2018 年 4 月12 日（木）～15 日

（日）の 4 日間，パシフィコ横浜にて，日本放射線技術学会，日本医学物
理学会および国際医用画像総合展との合同で，Japan Radiology 
Congress（JRC）2018として開催いたしました。メインテーマは，“夢の
ような創造科学と人にやさしい放射線医学（Innovative Science and 
Humanism in Radiology）”とし，参加登録者 25,871 名もの方 を々お
迎えすることができました。日本医学放射線学会は，これからも夢のような
創造科学を追究して参りますが，一方で診療におきましては，温かな血の
通った人の手によって支えられた放射線医療でなければならないと考えて
います。そして，これからも「医療被ばく低減への取り組み」を目標に，国
民が安心・安全な放射線医療を受けられるように皆で力を合わせて努力し
ていきたいと思います。
� 今井　裕
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